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日本石油の跡地に、2021年６月は朝より工事を開始しました。ソ

ーラーパネル４万3,945枚、2023年12月末完成予定。作業開始は７時

30分から、祝日も工事をしています。 

事業所跡地にまだある施設等から、アスベストが80か所以上で確

認されました。アスベスト防止条例では、周辺住民に周知するよう

努める、市長は市民の健康被害のおそれのあるときは公表すること

ができるとしています。しかし、所管課は、それを隠して公表しま

せんでした。工事現場に看板が設置され、住民は初めて知りました。

沿線の町内会未加入の集合住宅の住民もびっくり。また、新潟市と

事業者は公害防止協定を締結。何を協定したのか。地域の声も聞か

ないで、公表もしない、危険な協定です。 

沿線住民は来年の夏まで、解体工事で細かく飛散したアスベスト

を毎日吸い込む危険と不安があります。有害物質という認識が市に

はないです。人間の生命を助ける、災害、防災、液状化地域に対応

するルール等が何もないです。液状化地域や住宅地域などリスクの

ある場所での設置を規制する条例が何もないです。排水路、フェン

ス等もぼろぼろ。現状のままでメガソーラー建設工事の届出を受

理。もっと勉強してほしい、おかしいです。 

国は、メガソーラー工事では、土地の基盤整備が最重要と言いま

す。液状化地域で、架台を設置する場所の整地作業が不可欠な工事

現場です。問題は、所管課が土壌汚染対策法の調査命令を出すのを

避けたいから、土壌の掘削、盛土を行わず、現状のまま起伏を残す

という条件でメガソーラー建設工事の届出を受理しました。危険で

す。整地せず、凸凹を残して支柱を設置するなんて不可能、危険で

す。また、液状化対策もしないで、地面にスクリューくいも打たな

いで、ブロックを置くだけ。怖いです。 
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所管課は知識、資格等何もないです。簡単にメガソーラー建設工

事の届出を受理しました。事業者の利益優先。住民は商品ですか。

人間としての存在を認めてほしかったです。 

工業専用地域だから環境保全に関する条例は適用外ですと言わ

れました。工業地域とどこが違うのでしょうか。いいかげんにして

ほしいです。 

地域説明会は、コミュニティ協議会に窓口を一本化、６月に事業

者を呼んで説明会を予定。しかし、新型コロナウイルス感染防止の

ため中止。私は、災害、防災、液状化、保険、有害物質等の対応に

ついて質問予定でした。残念なことに、５月末に事業者がメガソー

ラー建設工事の届出を所管課に提出、受理されました。 

技術委員会や附属機関の環境審査会等が昨年も今年も開催され

たのに、この件は審査されませんでした。何もかも逃げている、避

けている。土木、建築、電気、防災等の知識がないから、技術委員

会や環境審査会を開催してから届出を受けるべきです。さらに、現

場確認もしていないです。 

所管課は、2020年１月より事業者から説明を受けているが、メリ

ットばかり聞いてデメリット等の収集ができていないです。全国37

府県でトラブル発生、訴訟も20件以上、パネル事故も50件以上県内

でも事故が発生。届出、報告のルールがないから、所管課は何も知

らない、簡単に受理。災害発生時の責任は行政にあります。 

所管課は、アスベストについては、自治会には回覧板、アパート、

マンションにはポスティングすべきなのに、事業者は拒否していま

す。なぜか事業者は、説明をすると繰り返すばかり。文書では残し

たくない。事業者からは、数枚のメリットばかりのパンフレットが

回覧されたが、そこにアスベストや太陽光反射時間の説明はないで

す。学校にも、アスベストや反射時間の説明がないです。パンフレ

ットが回覧されない自治会もあります。 

メガソーラー等については、国には、ガイドラインがいっぱいあ

ります。規制は自治体に委ねられています。所管課は、全て対応が

遅れています。 

よって、下記のとおり陳情いたします。 
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記 

 

１ 有害物質（アスベスト）等を除去する際は、工事開始前に文書

で自治会に回覧すること。 

 

２ 公害防止協定は、締結したら、住民にも公表すること。 

 

３ メガソーラー等の関連規則を早急に整備すること。 

 

４ 工業専用地域も工業地域と同じ規則で対応すること。 

 


